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【いちょう工房 虹 の皆さん】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

全国の事業所から 

（社福）八王子いちょうの会 

いちょう工房 虹 

≪東京都 八王子市≫ 
 

 

 

 

 

◆第７回 全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会・福井大会が開催 

されました 
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第７回 全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会・福井大会が 

開催されました 

４ 

 

全国の事業所から 

いちょう工房 虹（東京都 八王子市） 
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にこっと、ＨＯＴ！ 

花いっぱい 夢いっぱい 芸術文化祭 

（社会福祉法人 はなゆめ） 
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１１月２０日（日）に福井県福井市の福井県県民ホールにて、第７回 全国手をつなぐ

育成会連合会 全国大会・福井大会が開催されました。今大会は、全国手をつなぐ事業所

協議会が全国手をつなぐ育成会連合会の正会員となって、初めて開催された大会でした。

参集型で開催する大会は、２０１９年度（令和元年度）の熊本大会以来の開催となります。

全国手をつなぐ事業所協議会からは、私松﨑と石川事務局長の２名で参加して参りました。 

今回は、コロナ禍における最初の大会ということもあり、参加者を各正会員の代表者・

事務局長と表彰対象者に限定した人数制限や、式典と中央情勢報告のみとした時間短縮等

による感染拡大対策を実施しての開催となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 又村常務理事からの中央情勢報告では、２０２４年（令和６年）に予定されている制度

見直しや、成年後見制度の見直し議論等といった最近の国の動向説明や、全国手をつなぐ

育成会連合会の現状の報告もあり、後者の中では全国手をつなぐ事業所協議会が、正会員

の仲間入りをしたことも含めて説明をしていただきました。 

 コロナへの対応も含め、当事業所協議会に参加する会員事業所の活動には大きな制約と

負担がかかったこの３年でした。次回の制度見直しに向けて国の施策は次に進んで行きま

すが、私たちは全国育成会連合会と連携し、障害福祉事業の課題に取り組み、未来に向け

て進んでいきたいと思います。会員事業所の皆さんのご協力をお願いいたします。 

さて、来年度の全育連大会は愛媛県松山市にて、２０２４年（令和６年）１月２７日・２

８日の日程で、各種分科会と全体会による開催方法で予定しているとありました。当事業

所協議会も全育連の正会員となったことから、次回は各事業所の皆さんもご参加いただき、

お会いできることを楽しみにしています。 
 

第７回 全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会・福井

大会が開催されました 

全国手をつなぐ事業所協議会 

              理事長 松﨑 伸一 

 

 
【全国大会 福井大会での開会式典】 
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いちょう工房 虹 

〔社会福祉法人 八王子いちょうの会〕 

（東京都 八王子市） 

社会福祉法人八王子いちょうの会は、１

９６３年（昭和３８年）３月に発足した「八

王子市手をつなぐ親の会」を起源とし、親

の会の作業所として活動をしてきました。

その後、２００６年（平成１８年）４月に

設立した特定非営利活動法人を経て、２０

１０年（平成２２年）１１月には社会福祉

法人設立が認可され、社会福祉法人八王子

いちょうの会となりました。 

現在、９の事業所の運営を行っております。その中のひとつである私たち

の事業所が「いちょう工房 虹」であります。 

いちょう工房虹は、「利用者も職員も笑顔あふれる」を目指している生活介

護事業所です。２０名の利用者が活動しており、作業・創作活動・レクリエー

ションなどを行い楽しみながら日々過ごしていますが、高齢化が進んでいる

事業所でもあり、健康・体力維持にも取り組んでいます。 

健康・体力維持では、リハビリ活動として、理学療法士さんの指示のもと、

体幹をしっかり鍛える訓練を中心に行ったり、障害者専用のスポーツジムを

利用し、１０種類の器具を使用しての運動や、横移動型のボルダリング、トラ

ンポリンなどを行っています。また健康体操では、楽しさを運動に取り入れ

てボランティアの先生と笑顔があふれる運動をしています。どれも無理なく

楽しみながら行っており、歩行や座位の安定など、効果は徐々に表れてきて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【事業所外観】 

 
【みんなで健康体操】 

 
【個別リハビリの様子】 
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新型コロナウイルス感染症が蔓延してからは、多くの行事が、法人、事業所

ともに中止になってきていましたが、『コロナ禍でもできる事を考えよう』の

言葉を掲げて、今年度１１月５日（土）に法人のお祭りである「すずかぜ祭り」

の形を一部変更して、「みんなのアート作品展・すずかぜ祭り」を開催するこ

とが出来ました。コロナ禍で販売することが出来なかった作品や創作活動で

制作した作品の展示等を行い、多くの方々にご来場していただき大成功に終

わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ、新型コロナ感染症とは向き合っていかなければなりませんが、

少しずつコロナ前の活動にもどれるようにと、コロナ前よりプラスの活動が

できるようにしていきます。 

（社会福祉法人 八王子いちょうの会 

いちょう工房 虹 所長 吉村 博之) 

 

 

 

 

 
【「みんなのアート作品展・すずかぜ祭り」での作品展示】 

 
【様々な機器があります】 

 
【ボルダリングに挑戦】 

 
【機器を使って体力作り】 
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「にこっと、ＨＯＴ！」障害福祉の現場ではついつい厳しい話も多くなってしま

いがちです。しかしよくよく見ると毎日の現場では笑い声が絶えません。ついニヤ

ニヤしてしまったり、ほろっとすることが日常の中に隠れています。 

「ほっとすぺーす」らしい、夢と未来のある、ＨＯＴな記事のコーナーです。 

第１回目は本協議会松﨑理事長の三鷹市の法人のお話です。 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人はなゆめでは、コロナ禍で行えなかった芸術文化祭を３年ぶりに

開催しました。しかし今回の文化祭は３年前とは大きく変わりました。今回はすべ

てをオンラインで行う文化祭としました。オンラインでと言えば、既にこの３年で

会議や研修など、支援者側にとっては当たり前になってきています。しかしご利用

者様はと言うと、なかなかオンラインによる日常が進んでいないような気がしま

す。人が移動することが活動プログラムの基本にあり、コロナによって集まれな

い・動けない・行けないことが全ての障害としてしまうと、これからの未来におい

ても難しい壁になってしまいます。 

全てにおいて積極的なオンライン化を図ること。はなゆめではこれを基本とし

て芸術文化祭を考えてみました。 

期間として１１月の１週間を使い、毎日１～２時間のオンラインタイムを設定。

各事業所には大型テレビモニターと通信設備を整え、ステージを用意。法人本部を

キー局とし、さながらリアルタイムでのテレビ番組を目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花いっぱい 夢いっぱい 芸術文化祭 

社会福祉法人 はなゆめ 
（東京都 三鷹市） 

 
【オンライン芸術文化祭の告知広告】 
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プログラムは主に、各事業所のご利用者様による芸術作品の鑑賞や日々の活動

の発表、ダンスや踊りの披露です。それに加えて、事業所にお越しいただいてい

る外部講師の皆様による音楽演奏や、ブルガリア在住の前職員との生中継、ウク

ライナから来日中のバレリーナによる演舞なども盛り込みました。また、職員の

一人をイメージキャラクターに見立て、各事業所の応援に回るなど、国際色あり、

ドタバタありの幅広いプログラムで実施しました。さながらテレビ番組のような

雰囲気です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型モニターや設備の設置に多少の費用がかかりますが、これからの時代を考

えると各事業所をオンラインで結ぶことができれば多くの可能性が広がります。 

今回は法人内だけでしたが、設備を用意すれば日本中の事業所や施設の皆さん

と同じ時間の共有が可能です。いや世界ともつながることが今回の芸術文化祭で

証明されました。 

皆さんの事業所でもいかがでしょうか。はなゆめではオンラインで交流ができ

る事業所からのご連絡をお待ちしています。（電話：０４２２－４５－８７８７、

メール：info@hana-yume.jp） 

                 （社会福祉法人 はなゆめ 法人本部） 

 

 

 

 

 

 
【沖縄エイサーを披露】 

 
【太極拳「八段錦」の演武】 

 
【ブルガリア在住の前職員と中継】 

 
【ウクライナ人バレリーナをお招きして】 

mailto:info@%20hana-yume.jp
mailto:info@%20hana-yume.jp
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世界三大スポーツの一つが、カタールで開催されている「サッ

カーワールドカップ」、連日の熱戦、世界のスパープレーに魅了

され、寝不足になった人が多かったと思います。中でも日本をは

じめ、アジア勢の頑張りが、大会をより盛り上げたように感じま

した。スポーツの力は日本中を団結させ、困難な事にも立ち向か

う勇気、諦めない気持ちの大切さを教えられたように思います。 

さて、今年も残りわずかとなりましたが、新型コロナ感染症も第８波とな

り、グループホームや日中の事業所でも感染者が増え、事業運営に大きな影

響が出ております。また、物価の上昇もあり、厳しい一年でした。東京では

区市町村でバラツキはありますが、物価上昇に対する助成を行っているので、

事業の安定運営できる様に、しっかり申請することが必要になっています。 

他にも国内外で防衛や治安について、考えさせられる様々な出来事があり

ました。来年は兎年、飛躍や向上の年でもありますので、明るい未来が来る

ことを願っています。 

今年一年、皆様には協議会の運営にご協力を頂き、ありがとうございまし

た。来年も協議会の皆様にとって、良い年になります様、お祈り致します。 

（東京ブロック 長尾 英治） 
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